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これら速効性の薬剤と遅効的だが抑制
効果が持続する薬剤の組合せ（混用）
処理で，速効かつ長期間除草効果が持
続した。これら選抜された組合せにつ
いて多年生のツルスズメノカタビラに
対する除草効果を検討したところ，い
ずれも高い除草効果が認められた（図
-3）。さらに，SU 抵抗性スズメノカ
タビラが確認されている宮城県のゴ
ルフ場のコウライシバ芝地において 2
種の薬剤組合せで冬期の処理を行った
ところ，スズメノカタビラは速やかに
葉枯れし春期まで再生はなかった（図
-4）。

このように，作用性の異なる薬剤の
組合せによっては，秋冬期の低温時期
であっても多年生タイプや SU 抵抗性
を含む生育期のスズメノカタビラの速
効かつ長期の防除が可能と考えられた。

ベントグリーンでのスズメノ
カタビラの管理

我が国のゴルフ場のグリーンには，
寒地型で常緑のベントグラスが使用さ
れることが圧倒的に多い。スズメノカ
タビラはベントグラスと同様寒地型の
イネ科植物であり，ベントグラスに
とって好適な環境はスズメノカタビラ
にも好適である。ベントグリーンは，
盛夏を含め一年中スズメノカタビラが
発生・生育しやすい環境にセッティン
グされている。除草剤についてみると，

透水性の高い砂主体の土壌環境で薬剤
が下方に移行しやすいことや，一般に
ベントグラスは日本芝に比べて除草剤
感受性が高いこと，さらにはグリーン
では他のエリアに比べ薬害許容度が低
いことから，薬剤の選択・使用量の設
定には細心の注意が必要となる。具体
的には芝の生育状態，刈り込み・踏
圧・病害などストレスの程度や気象状
況，更新作業・目土（砂）散布との間
隔，土壌の透水性などを考慮した対応
である。ベントグラスに使用できる除
草剤は土壌処理剤，茎葉処理剤あわせ
て 20 種ほど市販されているが，導入
に当たっては事前にナーセリー等で芝
草への安全性を確認し，当該コースに
おける適応性を判断することが望まし
い。

すでにスズメノカタビラが蔓延して
いるグリーンでは，枯殺による裸地化
を避ける観点からジベレリン生合成阻
害剤が効果的である。雑草を発生させ

ない，生えている雑草を枯らすといっ
た作用はないものの，スズメノカタビ
ラの生育が抑制され，結果的に密度が
低減される。また，合成サイトカイニ
ン剤は，スズメノカタビラの出穂を抑
制する作用により，景観の向上のみな
らずプレーへの支障を低減できる（図
-5）。これらの方法により，芝生と雑
草を共存させながら徐々に芝草の単一
群落に誘導できる。

おわりに

ゴルフ場芝地の問題雑草であるスズ
メノカタビラ防除に，除草剤，生育調
節剤の活用は欠かせない。温暖化によ
る気候変動，多年生タイプの増加，除
草剤抵抗性の顕在化などの問題が絡み
合い複雑化している現状では決め手と
なる技術がないことから，新規有効薬
剤の開発や既存剤の活用法の探索が早
急に望まれる。

図-3　     ツルスズメノカタビラに対する除草効果
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図-4　    SU 抵抗性スズメノカタビラ発生ゴルフ場での試験状況
  試験場所：泉パークタウンゴルフ倶楽部
  処理：2016/12/27処理，撮影：2017年4月中旬
  ①無処理，②DCBN＋フルミオキサジン，
  ③DCBN＋レナシル，濃い緑色部分はスズメノカタビラの株
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図-5　    合成サイトカイニン剤によるベントグリーン内のスズメノカタビラ出穂抑制効果
  左：処理区，右：無処理区，淡緑色～白色部分はスズメノカタビラの穂
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平成 28 年の果実の国内需要推計（7,302 千トン）のうち，
国産品は約 4 割で，輸入品は約 6 割である。国内生産のうち，
約 9 割は生鮮用である一方で，輸入品の約 6 割は果汁等加工
品である。

輸入の生鮮用のうち 5 割はバナナで，主な輸入国はフィリ
ピンで 8 割を占める。果汁等加工品のうち 5 割がオレンジ果
汁とりんご果汁で，前者はブラジルからが 7 割，後者は中国
が 7 割を占める。　　　　　　　　　　　　　　　　　（K.O）

果実の需給構造
　統計データから

果実の需要構造（平成 28 年推計）

果実を巡る情勢（令和元年 5 月版）　果汁，加工品については生果に換算している。


